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2022 年度 J-STAGE ジャーナルコンサルティング ミニセミナー 

Q & A まとめ 

 

2022 年度 J-STAGE ジャーナルコンサルティング ミニセミナー（第 1 回～第 4 回）におい

て、参加者からよせられた質疑応答の一部を抜粋してまとめています。 

 

 

◆ オープンアクセス 

※ ジャーナルのオープンアクセス化に関するくわしい情報については、下記の資料もご

覧ください。 

『J-STAGE 登載ジャーナルのためのオープンアクセスガイド』 

https://www.jstage.jst.go.jp/static/files/ja/pub_openAccessGuide.pdf 

 

質 問 回 答 

オープンアクセスの種類としてグリーン

OA があるにもかかわらず、J-STAGE はゴ

ールド OA をもとめているようであるのは

なぜか？ 

グリーン OA は機関リポジトリなどによる

OA であり、電子ジャーナルのプラットフ

ォームである J-STAGEにより実現するOA

はオープンアクセス誌による OA であるゴ

ールド OA（あるいはダイヤモンド OA）に

なる。 

オープンアクセス誌の定義はそれぞれの機

関や国が決めるものであって、一般的な合

意はないと考えていいのか？ 

オープンアクセスの種類・定義はさまざま

であって、それぞれの機関や国が決めてい

る。そのなかで、そのなかで、欧州ではゴー

ルド OA が主流となっている。オープンア

クセス誌の定義に関しては、オープンアク

セス誌のベンチマークである DOAJ の定義

（収載要件）が一般的な合意と考えられて

おり、J-STAGE もそれに準じている。 

「ハイブリッドオープンアクセス誌」とは、

何と何のハイブリッドなのか？ 

購読料があるが、著者が APC を支払うこと

によりその論文をオープンアクセス論文と

するというジャーナル。つまり、購読誌と

オープンアクセス誌のハイブリッド。海外

の大手出版社が発行している購読誌は、実

際にはその大部分はハイブリッドオープン

アクセス誌である。 
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質 問 回 答 

オープンアクセス誌に転換する際に、すで

に出版・公開されている論文について CC

ライセンスを付与する必要はあるか？ 

オープンアクセス誌に転換するにあたり、

すでに出版・公開されている論文について

CC ライセンスを付与してオープンアクセ

ス論文とする必要はない。オープンアクセ

ス誌となった時点以降に出版・公開された

論文が CC ライセンスを付与してオープン

アクセス論文となっていればよく、DOAJ

の申請においても問題はない。すでに出版・

公開されている論文についてオープンアク

セス論文とするのは、著作権者あるいは著

者の許諾・連絡が必要であったり手間がか

かったりするので、どうするかはジャーナ

ルの判断になる。 

認証のある論文とフリーアクセスの論文が

混ざっているジャーナルにおいて、それら

の論文に CC ライセンスを付与すること

で、オープンアクセス誌にはならないの

か？ 

認証のある論文に CC ライセンスを付与す

るのは、認証と CC ライセンスが矛盾する

ので不可。フリーアクセスの論文に CC ラ

イセンスを付与することによってその論文

はオープンアクセス論文となるが、ジャー

ナルにおいてオープンアクセス論文と非オ

ープンアクセス論文が混ざっている状態に

なるので、ジャーナルはオープンアクセス

誌にはならない。 

J-STAGE においてオープンアクセスの表

示をするのに、なにか申請などが必要か？ 

J-STAGE におけるオープンアクセスの要

件・定義を満たしていれば、とくに申請な

どは必要ない。 

3 年間の認証設定ののちフリーアクセスと

して公開しているが、このフリーアクセス

での公開の際に CC ライセンスを付与して

公開することは可能か？ 

もちろん可能。出版から 3 年後に認証設定

を解除しフリーアクセスとする際に CC ラ

イセンスを適切に表示することにより、そ

の論文は、その時点でオープンアクセス論

文となる。ただし、ジャーナルがオープン

アクセス誌になったわけではない。なお、J-

STAGE では認証期間は 24 ヶ月以内とする

ことを推奨している。 
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質 問 回 答 

J-STAGE ではエンバーゴを適用している

ジャーナルはオープンアクセス誌とはみな

していないのか？ 

オープンアクセス誌のベンチマークである

DOAJ の定義（収載要件）に準じて、エン

バーゴなしに即時公開されるジャーナルを

オープンアクセス誌としている。ブダペス

ト・オープンアクセス・イニシアティブで

のオープンアクセスの定義も同様である。 

J-STAGE においてエンバーゴの設定され

ているジャーナルは「フリーアクセス誌」

なのか？ エンバーゴののち公開する際に

CC ライセンスを付与するのは可能か？ 

エンバーゴの設定されているジャーナルは

「フリーアクセス誌」になる。エンバーゴ

ののち公開する際に CC ライセンスを付与

するのはもちろん可能で、その論文は「オ

ープンアクセス論文」となるが、ジャーナ

ルが「オープンアクセス誌」になるわけで

はない。 

発行から一定の期間ののちオープンアクセ

スとなるジャーナルもあるとする一方、エ

ンバーゴのあるジャーナルはオープンアク

セス誌としないという点がよく理解できな

いが？ 

発行から一定の期間ののちオープンアクセ

スとなるジャーナルもあるが、こういった

ジャーナルは、エンバーゴのあるジャーナ

ルと同じく、オープンアクセス誌ではない。

あくまで、掲載された論文が発行から一定

の期間ののちオープンアクセス論文になっ

たものである。 

CC ライセンスに代えて独自のポリシーを

設け、それに準じてオープンアクセスであ

ると主張することは可能か？ 

CC ライセンスは学術情報におけるオープ

ンアクセス化において国際的にデファクト

スタンダードになっているので、CC ライセ

ンスを用いるのが一般的で問題が生じえな

いと考えている。 
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◆ CC ライセンス 

※ CC ライセンス全般に関するくわしい情報については、クリエイティブ・コモンズ・ジ

ャパンのウェブサイトもご覧ください。 

クリエイティブ・コモンズ・ジャパン “FAQ よくある質問と回答” 

https://creativecommons.jp/faq/ 

 

質 問 回 答 

CC ライセンスを付与するとき、これから発

行される巻号から付与が可能になるのか？ 

さかのぼって付与することは可能か？ さ

かのぼる場合、特定の巻号から付与するこ

とは可能か？ 

CC ライセンスは巻号単位ではなく、論文

（コンテンツ）ごとに付与される。CC ライ

センスの付与について投稿規約などが整備

されたのち投稿された論文から付与するこ

とが可能で、切り替えの前後にはひとつの

巻号で CC ライセンスを付与した論文と付

与していない論文が混ざることもありうる

し、ある巻号でいちどに切り替えるような

運用も可能であろう。また、CC ライセンス

は著作権保持者が付与するものであり過去

に公開したものについてあとから付与する

ことも可能なので、たとえば、学会が論文

の著作権を保持しているジャーナルであれ

ば、学会の判断にて、すでに出版済みの巻

号についても CC ライセンスを付与するこ

とができる。ただし、その場合も、著作者に

連絡のうえ実施することが望ましいと考え

ている。 

すでに出版・公開されている論文について

CC ライセンスを付与するとしたとき、論文

の本文（論文 PDF）ひとつひとつに CC ラ

イセンスを表示するのはむずかしい、必須

なのか？ 

JST としては、論文の本文（論文 PDF）に

も CC ライセンスを表示してほしいと申し

上げている。最終的にはジャーナルの判断

になる。J-STAGE ウェブサイトの書誌情報

には、かならず CC ライセンスを表示すべ

き。 

論文の本文（論文 PDF）における CC ライ

センスの表示について、アイコンと表記の

両方が必要か？ 

両方の表記が望ましい。 
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質 問 回 答 

同じジャーナルで巻号ごとに異なる CC ラ

イセンスを付与することは可能か？ その

ことで、J-STAGE への登載あるいは DOAJ

への申請などに不都合は生じるか？ 

CC ライセンスは論文ごとに付与すること

ができるので、巻号ごとに異なる CC ライ

センスを付与することは可能。ただしその

ことを Web サイトなどで明確に示す必要

がある。特集号のみ異なる CC ライセンス

を付与するといった場合は、投稿を募集す

る際にそのことを明示しなければならな

い。J-STAGE への登載あるいは DOAJ へ

の申請などに不都合を生じることはない。 

「著作権者の意に沿わない二次利用」とは

どのような場面をさしているのか？ CC

ライセンスを付与せずにフリーアクセスの

ままで運用したために発生した損失など、

具体的な事例はあるか？ 

たとえば、商業利用をしてほしくない、改

変のうえでの利用をしてほしくないといっ

た著作権者の意思があるとして、それに反

するような利用をさしている。具体的に CC

ライセンスを付与しなかったためそういっ

た事態が生じた事例は聞き及んでいない

が、CC ライセンスを付与することにより事

態が生じた事例をかなり防ぐことができる

と考えている。 

J-STAGE のオープンアクセス誌において、

学会が著作権をもつジャーナルでは CC 

BY-NC-ND を付与するジャーナルがもっ

とも多いとのことだが、その理由は？ 

学会が著作権収入を得るうえでは、学会が

著作権を保持したほうが手続き的に利便性

が高いこと、また、そうしたジャーナルは

営利目的での利用に対し利用料を請求でき

る CC BY-NC や NC-ND を採用する傾向

にあることから、学会が著作権を保持して

いる場合には CC BY-NC-ND を選択する

ケースが多いものと思われる。 

NC をふくまない CC ライセンスを付与す

ることにより著作権処理がほぼなくなると

のことだが、そのとき、著作権管理団体と

契約しているときにはどういうことになる

のか？ 

著作権処理がほぼなくなったとしたとき、

著作権管理団体とそのまま契約しつづける

か、その必要があるか、ジャーナルとして

検討すべきと思われる。 

CC ライセンスの付与にあたり必要な手続

き、たとえば講習の受講などはあるか？ 

一切ない。クリエイティブ・コモンズ（ジャ

パン）などへの申請や通知など、講習の受

講などもふくめ、特別な手続きなしで著作

権者の意思により付与できる。 
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質 問 回 答 

CC ライセンスを付与した際に、J-STAGE

への申請は必要か？ 

申請は不要。ただし、CC ライセンスの付与

について投稿規程に明記すること、 J-

STAGE の書誌ページにて CC ライセンス

を明示すること、論文 PDF にて CC ライセ

ンスを明示すること、の 3 つが必要となる。 

著者が著作権を保持しているジャーナルに

おいて、著者が CC ライセンスの付与を承

諾しない場合はどうすればよいか？ 

投稿規程にて CC ライセンスの付与につい

て明記してあれば、著者はそれに同意のも

と投稿したことになり、CC ライセンスの付

与が可能になる。 

論文ごとに異なる CC ライセンス付与が可

能とのことだが、投稿規程では複数から選

択できるように記載するということか？ 

論文ごとに異なる CC ライセンスを付与す

る場合は、投稿規程もそれに沿ったかたち

で記載する必要がある。 

中国や韓国にて翻訳出版（商業的学術出版）

されるような場合、CC BY とすると、そう

いった海外の出版社は著者の許諾なしに翻

訳出版が可能になるのか？ 

CC BYを付与した論文はクレジットを明示

すれば改変および商業利用が可能なので、

著作権者の許諾なく商業的な翻訳出版が可

能である。それを防ぎたいなら、ND あるい

は/およびNCをふくむCCライセンスを付

与すればよい。 

CC ライセンスにおける ND（改変禁止）は、

論文の一部の図だけを転載することを禁止

するか？ 

ND（改変禁止）では、一部あるいは全部、

また、本文・図表を問わず、改変をともなわ

ない転載（二次利用）はクレジットの表示

を条件として著作権者の許諾なしに自由に

認められる。 
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◆ DOAJ 

※ DOAJ 全般に関するくわしい情報については、DOAJ のウェブサイトもご覧ください。 

DOAJ “FAQs” 

https://doaj.org/docs/faq/ 

 

質 問 回 答 

DOAJ 収載の基本要件の中で、「どこからで

もアクセスできる、専用のURLをもつWeb

サイト」とあるが、これは J-STAGE ページ

に掲載されていれば要件を満たしていると

いう理解で問題ないか？ 

認識のとおりで問題ない。 

 

 

 

 

 

◆ ジャーナルコンサルティング 

 

質 問 回 答 

和文誌で比較的小規模な学会誌であると、

ジャーナルコンサルティングの対象とはな

らないのか？ 

学会の規模で採択を判断することはない。

むしろ意欲があり体制が整っているかが判

断の材料となる。ただし、和文誌を対象と

したコンサルティングの継続については見

直しがある可能性がある。 

来年度のジャーナルコンサルティングにお

いて、どれくらいの確率で採択されるの

か？ 

現時点で来年度のジャーナルコンサルティ

ングの詳細については確定していないが、

今年度と同様との前提で回答するとして

も、採択できる数に対しどのくらいの申し

込みがあるのか想定できないため、なんと

もわからない。 
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◆ その他 

 

質 問 回 答 

JST にて出版権設定契約書・著作権譲渡契

約書のひな形作成を検討しているとのこと

だが、ジャーナルにはどのように配布され

るのか？ 

出版権設定契約書・著作権譲渡契約書のひ

な形だけでなく、標準ドキュメントとして、

ジャーナルの質向上に役立つようなドキュ

メントを準備し J-STAGE ウェブサイトか

ら公開することを検討している。 

著者との著作権譲渡契約書を取り交わしは

必須なのか？ 投稿規程に著作権はジャー

ナルに移転されるむね明記するだけでは不

十分なのか？ 

JST としては、財産の移譲であるので、著

作権譲渡契約書を取り交わすことが望まし

いと考えている。最終的にはジャーナルの

判断になる。 

著者と著作権譲渡契約書を取り交わすのは

投稿時になるのか？ 

論文の出版が確定した受理時（アクセプト

時）が望ましいとは考えているが、ジャー

ナルの方針・運用による。 

編集委員会の名簿を投稿規程のなかにふく

める必要があるのか？ 

投稿規程にふくめるのではなく、それとは

べつに、ジャーナルのウェブサイトに編集

委員会の名簿を公開する必要がある。 
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